


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
 
 
 

 

 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 機の取り扱い分からない事があ、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないめ、 
  自分の判断だけ対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は分からない事があにすぐに 
  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 
  さい。 
 

 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されているの注意事項 
  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始めるは、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されているの注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行て 
  ください。 
 

 
 
 警告 
 がい、機作に不れななに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。 
  次のは、運転しないください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 
 より作業に集中きない。 

□  酒を飲んだ。 
□  機作が未熟な人。 
□  妊娠している。 
 

 
 
 警告 
 作業にさない機を作すると、 
  の一部が機に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。 

 
□  ズボンや着は、だぶつきのないものを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなは 

 しない。 
 

 
 
 警告 
 機を他人に貸す、取扱説明書に記載されて 
  いるの注意事項や取扱要領が分からない 
  め、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。 
 

 
 
 注意 
 機のや、指のタッメント 

 部品なを取り付けて運転すると、機の破 
  損や傷害事故をまねく事があります。 
  機のはしないください。 
  タッメントは、指製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換するは、が指するものを使用 
  してください。 
 

 
 
 注意 
 始業をると、機の破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき 
  を行てください。 
 

 
 
 警告 
 ンンを始する、トラクタのやッ 
  プに立まま行うと、緊急事態への対処が 
  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 
  する事があります。運転席に座り、周囲の 
  を確認してから行てください。 
 ンンを始する、を 
  (中立)にして行わないと、機が接続状態に 

  なているめ、トラクタが暴走し思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  を(中立)にして行てくだ 

  さい。 

 急するとトラクタ前がきがる事があ 
 り、運転者が振り落とされり、周囲の人を巻 
 き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。 

 周囲のを確認し、ゆくりとしてくだ 
 さい。 

  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動・発進する時は
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 始する、気ガにより中になる 
  事があります。 
  窓、戸なを開け、十分に換気してください。 
 をらないンンを始すると、急 

 に作業機が駆され、周囲にいる人がケガをす 
 る事があります。 をてから始し 
 てください。 

 
 
 
 警告 
 作業機をするめにトラクタをさせる 
  、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
  トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 
  さい。 
 注意 
 作業機をトラクタに着する、や 
   まは軟弱な行うと、トラクタが不意 
   にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
   平坦盤のかい所行てください。 
作業機をトラクタからりす、めをせ 
ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
こす事があります。 
りすは、タンドを接させ、作業機の 
車にめをしてください。 

 するトラクタによては、前がく 
  なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 

 トラクタへフロントウイトを取り付け、ラ 
 ンを取てください。 

 
 
 
  危険 
  のないイントを使用すると、 

巻き込まれてケガをする事があります。 
のないイントは、使用しない 
ください。 

 が破損しまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。損傷しらすぐに 
取り替えてください。使用前には、損傷がない 
かしてください。 

 トラクタおよび作業機に着する、者の 
    不注意により、不意にイントが回転 

し、ケガをする事があります。 
をり、トラクタのンンをとめて、 
行てください。 

  のンを取り付けない使用すると、 
    が回転し、巻き込まれてケガをする事が 

あります。トラクタ側と作業機側のンを 
回転しない所にしてください。 

 

  
 注意 
 のなりが100mmを下回ると、イン 

 トを回転させ、破損しケガをする事があり 

 ます。 

 縮の隙間が25mmよりも小さくなると、 

 イントの突きげが起きる事があり、イン 
 トの破損をまねき、ケガをする事があります。 
 正ななり量使用してください。 

 イントを接続し、クランプン 
 が軸の溝に納まていないと、使用中にれ、 
 ケガをする事があります。 
 溝に納まているか、接続部を押し引きして確 
 かめてください。 

  
 
 
 注意 
 トラクタに作業機をしてを走行すると、 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラクタに作業機をしての走行はしない 
  ください。 

 
 
  危険 
  走行する、トラクタのルが 
    左右されていないと、片になり、 
    トラクタが左右に振られ転なが起こり、思 
    わぬ事故をまねく事があります。 
    ほの特殊作業は、ルを左 
    右して使用してください。 
  警告 
  トラクタに運転者の人をせると、トラク 
    タから転落しり、運転作の妨げになて、 
    緊急事態への対処がきず、同者はもちろん、 
    周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 
    ります。 

トラクタには、運転者の人はせないく 
ださい。 

  急急回を行うと、運転者が振り落とさ 
   れり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 
   を起こす事があります。 
   急急回はしないください。 
  急度を出しすぎると、 
   転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 
   低走行してください。 
  回する、により周囲の人を作業機に 
   巻き込みケガをさせる事があります。 
   周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保て 
   行てください。 
  側がしていり、側溝がある路路 
   を走行すると転落事故を起こす事があります。 
    

移動走行する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業機を着脱する時は 

パワージョイントを使用する時は 
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   路は走行しないください。 
 低のきいをりえようとすると、 
   トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 
  があります。 
  あゆみ板を使用してください。 
 作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 
  る事があります。 
  ま、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機のには、人や物をのせないください。 
 注意 
 作業機へのをらない走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
  あります。 
  走行するは、をてください。 
  

 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 危険 
 運転中は回転中、タンルなに接触 

 すると、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないください。 
 ベルをみろしする、フトや 

 イド、タンルに挟まれ、ケガを 
 する事があります。周囲に人を近づけないく 
 ださい。 

 警告 
 いびつなベルをラッンするとベルが振 
  り落とされ、ケガをする事があります。 
  標準回転度下の低運転してください。 
 ろしをすると、ベルが転がり、 
  巻き込まれてケガをする事があります。 
  ろしは、平坦な所行てください。 
 作業機指の回転度をえて作業すると、機 
  の破損により、ケガをする事があります。 
  指回転数を守てください。 
 作業機のに人をせると、転落し、思わぬ事故 
  をまねく事があります。 
  作業機のには、人をせないください。 
 わき運転をすると、周囲の障害物の回や周 
  囲の人への危険回ながきず、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  前方や周囲へ、十分に注意を払いながら運転し 
  てください。 
 度を出しすぎると、暴走事故をまね 

 く事があります。 
   低作業してください。 
   下り作業をする、の途中すると、暴 
 

  
   走する原因となります。の前低にし 

 て、ゆくりとおりてください。 
 し運転をすると、思わぬ方へ暴走し、事 
  故を起こす事があります。 
  しかりとハンドルを握て運転してください。 
 ハウなの作業をする、気ガに 
  より、中になる事があります。 
  窓、戸なを開け、十分に換気をしてください。 
 注意 
 運転中は回転中、を開けると回転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  を開けないください。 
 タンルがすると、ラップルが 

 閉じて、ケガをする事があります。させる 
 は、を入れないください。 

 フル巻き付け作業中、フルやトッ 
   ロラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
   事があります。作業中はさわらないください。 
 機のや、付着物の、フルのフ 

 ルルへのセットなを行う、お 
 よびンンをとめずに作業すると、者の 

   不注意により、不意に作業機が駆され、思わ 
 ぬ事故を起こす事があります。 
 トラクタのをり、ンンをとめ、回 
 転部や可部がとまている事を確かめて行 
 てください。 

 
 
 
 警告 
 トラクタかられる、やなに 
   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 
  起こす事があります。平坦し所に駐 
  車し、トラクタのンンをとめ、駐車 
  をかけて暴走を防いください。 
 トラクタかられる、作業機をあげままに 

 しておくと、者の不注意により不意に下 
 し、ケガをする事があります。 下限まろ 
 してからトラクタをれてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 
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作業が終ったら 
 
 
 
 注意 
 をらずに、回転部や可部の付着物の 
  作業なを行うと、機に巻き込まれてケガ 
  をする事があります。 
  をり、ンンをとめ、回転部や可 

 部がとまている事を確かめて行てください。 
 

 
 
 注意 
 作業のをると、作業機の不や破 
  損なが置され、次の作業にトラルを起 
  こしり、ケガをする事があります。 
  作業が終わら、取扱説明書に基づきを 
  行てください。 
 ンク作業機をちげてを 

 行う、者の不注意により、不意に下し、 
 ケガをする事があります。トラクタンク 
 の油圧回路をロックして行て下さい。 

 
 

  
 注意 
 、不意にラップルが閉じてケガをす 

 る事があります。 
 するはを入れないください。 

 機にが生じ、そのまま置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行てください。 
 やまは軟弱な行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦盤のかい所行てください。 
 およびンンをとめずに作業すると、 

 者の不注意により、不意に本機がき出し 
 て思わぬ事故を起こす事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 

 作業機をあげ状態のまま下にもぐり、 
 をいれりすると、不意に下し、ケガをする 
 事があります。 
 下に入るは、台な下防をして行て 
 ください。 

 フをげ状態油 
 不処理をする、不意に下しケガをする 

 ことがあります。 
 棒な下防をして行てください。 

油圧のやに、ゆるみや損傷があると、 
  飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 
  、ケガをする事があります。 
  補修もしくは部品交換してください。 
  やをすは、油圧回路の圧を 
  無くしてから行てください。 
 不処置のめにし 
  や類を取り付けずに作業すると、回転部 
  や可部に巻き込まれケガをする事があります。 
  元りに取り付けてください。 
 

 
 
 
 
 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置・点検・整備をする時
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な着な作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． ターンテーブル 

    ラッンするベルを載し、回転させるとこ 
ろす。 

２．リフトアーム 

  ラッンマシン本にベルをみ込みは 
しするとき、ベルをはさみ押さえこみます。 

３．サイドアーム 

 ラッンマシン本にベルをみこむとき、 
ベルの側を押さえます。 

４．ロール及び補助ロール 

  ロルは、載されベルを支え転がします。 
、補助ロルは、ベル側を押さえ、ベルの 
落下を防ぐとともに、ラッンフルとフル 
ットルドのラップル部分の位置わ 
せを行ないます。 

 

 

 

５．ラップホルダ部 

  ラップルが閉じとき、フルを挟むと同 
に、フルを引きちぎりやすいようにナイフ 
フルに穴をあけます。 
さらにベルし、ひきちぎられフル 

を保します。 

６．ストレッチローラ組立品 

  フルが引き出されることによりロラが回転 
し、フルを引きばしていきます。 

７．パワーパッケージ 

  トラクタを回転させ、イントを 
経てッケを廻し、油圧を生させる 
置す。 

 

８．コントロールボックス 

  トラクタ座からイッの作により機を作 
させ、、フルの巻数を設し巻付け終了 
タンルを自停させる置す。 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 

 

 

リフトアーム 

サイドアーム 

補助ロール 

タイヤ 

パワーパッケージ 

スタンド車輪 
トップリンクピン 

ロワーリンクピン 

ラップホルダ部 

ストレッチローラ組立品 

フィルム 

アーム 

ストレッチフレーム 

ロール 

ターンテーブル 
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２ 適応トラクタの範囲 

 
 応トラクタとの着は、本来の作業性能が揮 
きないばかりなく、本製品の耐久性や、あるいは 
トラクタの作性に著しい影響を及ぼすことがあり 
ます。 
応トラクタ馬を厳守して下さい。 

 この製品の応トラクタは次のとおりす。 
 
 

適応トラクタ 
１５ｋＷ～３３ｋＷ 

（２０ＰＳ～４５ＰＳ） 
 
 

３ 組立部品 

 
１．解     梱 

  木枠に固している部品をほいてください。 
 
２．組立部品の明細 

  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部 
 品が揃ているか確認してください。 
 
３．組 立 要 領 

  各部品の組立に必要なボルトナット類は、梱包 
 明細の符号を参照してください。 
（１）車の組み込み 
   本機の方左右に車を組み込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイ組立品入、ナットをめ込むは、タ 
イ組立品がく回るようめ込んください。 
ャップを打ち込み入するは、中央をハンマ 
くとへこみ形します。 
ャップ周のつば部分を丸棒をあてがい、周 
を交互にき打込んください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）タンド車の組み込み 
   作業機の前方左右にタンド車を入し、デ 

ルタン；９固します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（）トッロラ組立品の組み込み 
   本機前方右側に、を組み付け、ト 

ッロラ組立品を入し、ボルト固します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  取扱い上の注意 
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４ トラクタへの装着 

 
１． 装着前の準備 

 

 
作業機を着するめにトラクタをさせる 
 、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
 れてケガをする事があります。 
 トラクタと作業機の間に人を近づけないくだ 
 さい。 
 
 

 
作業機をトラクタにする、や 
 まは軟弱な行うと、トラクタが不意 
 にき出し、思わぬ事故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
するトラクタによては、前がく 
 なり、縦が不となて、思わぬ事故をま 
 ねく事があります。トラクタへフロントウイ 
 トを取り付け、ランを取てください。 
 

  
本作業機の着方法は、標準ンク方式す。 
作業機の下がり量が不するは、フトロット 

の取り付け穴位置をロンクの前側の穴にして 
ください。 
 特殊ンク式のロタを使用している 
には、トップンクの部をし、標準ンク 
用の長いトップンクを使用してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．３点リンクの装着 
  トラクタンクへラッンマシンのを 
します。 

（１）ゴ０のトラクタはラッンマシンの 
ロンクンをきに、ゴⅠⅡ 
のトラクタは、ロンクンをきに取り 
付けてください。 

（２）トラクタのンンを始して、ロンク 
の先端部がラッンマシンの左右のロン 
クンの位置とうま退して、トラクタを 
めてください。 

   ンンをとめ、駐車をかけてくださ 
い。 

（）左のロンクをし、抜けめにトラク 
タに付いているンンをロンクにさし 
てください。 

   次に、右のロンクも同じ順序行てく 
ださい。 

（４）トップンクをし、抜けめにベタン 
をしてください。 

（５）左右のロンクが同じさになるように、 
  トラクタ右側のャトクュして 

ください。 
（６）作業機中心がトラクタ中心におおよそ一致する 
位置に、ックンセットし作業機の 
振れをなくしてください。 

（７）タンドのンを抜き、タンド車をげて 
ください。 

（８）ンクを下げ、作業機をおろしてください。 
 
３．電装品の取付 

（１）電源取り出しコドの配線接続 
① 電源取り出しコドはトラクタのッコ 

  ドと共めします。 
   ッから○－側のッコドをし、次 
  に○＋側のッコドをします。 
② ○＋側ッコドのナットをし、電源取り 
 出しコド○－側を取り付け、ナットを組み込みま  
 す。 

   ③ ○＋側ッコドをッタミナルの○＋  
  側にし込み、ナットをめ付けます。 
  ④ ○－側電源取り出しコドも同じ順ッ 
  タミナルの○－側に取り付けます。 
  ⑤ 電源取り出しコドの極性は白色が○＋黒色が 
  ○－す。 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告  

  注 意 
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ッからッコドをすは、○－側 
 からし、取り付けるは○＋側から取りつけて 
 ください。逆にすると作業中工具がトラクタに 
 接触し、火花が生じ、火災事故の原因に 
 なります。 

 
 
 
必要電圧は１２す。 
 電圧を確認してから接続してください。 
電源取り出しコドは、るまないよう、トラ 
 クタ本に配線してください。 
電源取り出しコドをッに接続する、 
○＋○－を間違わないください。 

コントロルボックは、他品の電源取り出 
 しコドに接続可能すが、○＋○－の配線違い 
 のものがあります。 
 必ず付属の純正コドを使用してください。 
 

 
（２）コントロールボックスの据え付け 
① 作業機側コドをトラクタ側座近くま引き 

  込み、コントロルボックを接続します。 
  ② 電源取り出しコドを接続します。 
  ③ コントロルボックの裏にマネットがつ 
  いております。 
   作のしやすい所平らなに据え付けてく 
  ださい。 
 
 
電源取り出しコド及び作業機側コドと接続 
 のは、コントロルボックの電源イッ 
を“ＦＦ”の状態接続してください。 

使用しないは、必ず電源イッを“ＦＦ” 
 にしてください。 
 ッあがりの原因となります。 
作業機コドは、作業機のきに順応きる 
裕をもせ、、他に引掛からないように 
るみをとり固してください。 

コントロルボックの据え付けが不な 
 、機の振なにより落の恐れがありま 
 す。 
 確実に据え付けてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

５  パワージョイントの装着 

 

 

 

のないイントを使用すると、 
巻き込まれてケガをする事があります。 

 のないイントは、使用しない 
ください。 

が損傷しまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。 
損傷しらすぐに、取り替えてください。 
使用前には、損傷がないかしてください。 

トラクタおよび作業機に着する、者の 
不注意により、不意にイントが回転 
し、ケガをする事があります。 
をり、トラクタのンンをてか 
ら行てください。 

のンを取り付けない使用すると、

が回転し、巻き込まれてケガをする事が 
あります。 
トラクタ側と作業機側のンを回転しない 
所にしてください。 

 

 

 

 

のなりが100mmを下回ると､イント 

を回転させ、破損しケガをする事があります。 

縮の隙間が25mmよりも小さくなると、 

イントの突きげが起きることがあり、イ 

ントの破損をまねき、ケガをする事があります。 

正ななり量使用してください。 

 

 
１．長さの確認方法 
（１）イント単、縮長の 

（ウタ）端部位置を（インナ）に 
マンしてください。 

（２）イント（ウタ）から、 
イント（インナ）を引き抜いてください。 

（）ロンクをさせて、軸とＩＣ 
軸がも接近する位置、を停してくださ 
い。 

（４）ン付きヨクのクランプンを押して、 
軸、ＩＣ軸にし、クランプンがもとの 
位置に出るま押し込んください。 

（５）同士をねわせ、（ 
ウタ）と端部位置のマン位置の間隔が25mm 

下のは、25mmの間隔を保つように断方法 

の順に基づき断してください。 
 
 
 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  危 険 

  注 意 
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（６）ロンクをさせて、軸とＩＣ 
軸がもれる位置、を停してください。 

（７）同士をねわせ、イプ（ 
ウタ）とイプ（インナ）のなり量が100mm 

下のは、販売店に絡し、長いイ 

ントと交換してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．切断方法 
（１）のウタ 

インナ両方を長い分だ 
けります。 

 
 
（２）り取同じ長さ 

をイプの先端から計 
ります。 

 
 
 
（）イプのウタとイ 

ンナ両方を金ノコま 
はッタ断します。 
断するは、イ 

プの中にウを詰め、 
イプにり粉が付着するのを防いくだ

さい。 
（４）り口をななめらかに仕げてから

イプをよく清掃し、次にを塗布して、

ウタとインナを組みわせます。 
 
 
 

３． 安全カバーの脱着方法 
（１）の分解順 

①固ネを取りし 

てください。 
 
 
 
   ②を取り 

し位置へ回してくだ 

さい。 
 
 
 
   ③を引き抜 

いてください。 
 
 
 
 
   ④ライドンを取 

りしてください。 
 
 
 
（２）の組立順 
   ①ヨクのライド 

ン溝とイプ（イン 

ナ）にを塗 

てください。 
 
 
 
   ②ライドンのつ 

ばをイプ側にけ、 

り口を開いて溝に 

はめてください。 
 
 
   ③そのに 

をはめてください。 
 
 
 
 
   ④をしかりと 

まるままわしてく 

ださい。 
 
 
 

⑤固ネをめ付けてださい。 

 

 
 
 

最縮時25mm以上のすきま 

最伸時100mm以上の重なり 
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４. パワージョイントの連結 

（１）ン付ヨクのクランプンを押して、ＩＣ

軸、軸にし、クランプンがもとの位

置に出るま押し込んください。 

 

 
イントを接続しとき、クランプ 

ンが軸の溝に納まていないと、使用中にれ、 

ケガをする事があります。 

溝に納まているか、接続部を押し引きして確 

かめて行てください。 

 
 

（２） のンを回転しない所に取り付

け、の回転を防いください。 

  ンはンクのきに順応きる裕を

せ、ま他へのひかかりながないように

分なるみを取てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  注 意  

安全カバー 
チェーン 
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 機を子よく長ちさせるめ、作業前に必ず行

いましょう。 

 

１  運転前の点検 

 

１．トラクタ各部の点検 

  トラクタの取扱説明書に基づきを行てく 

 ださい。 

 

２．連結部の点検 

（１）ンクの部 

① ロンクン、トップンクンのン 

ン、ベタンは確実に入されているか。 

  ② ックンは張られているか。 

  ③ 不具がつかは、1-4 ンク 

への着の説明に基づき不具を解消してく 

ださい。 

 

（２）イントの 

① イントの抜けめのクランプンが軸 
の溝に納まているか。 
② イントのンの取付に分 

なるみはないか。ま、度な裕はあるか。 

  ③ イントに損傷はないか。損傷して 
いるは、やかに交換してください。 

  ④ 不具がつかは、1-5-4  

イントのの説明に基づき不具を解消し 

てください。 

 

３．製品本体の点検 

（１）各部取付ボルトにゆるみはないか。 

   、ン類の落はないか。 

   特に次の個所は入念に行てください。 

符号① 取り付けボルト 

符号② トッロラ組立品支柱取付け 

           ボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 符号③ タイ取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号④ タンル取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号⑤ タンル（回ベン） 

         取り付けボルト 

符号⑥ ユツモタ取り付けボルト 

符号⑦ ンプシン取り付けンのボルト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

符号⑧ シャフト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 
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 符号⑨ ロラ軸受取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 符号⑩ フト取り付けンのボルト 

符号⑪ フト回シン取り付けンの 
         ボルト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 符号⑫ イド取り付けボルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ンの張りは正か。 

（）油圧配管系統（油圧油圧金具油圧モ 

  タ油圧シンな）破損は、油漏れは 

  ないか。 

   不具がつかは6-1 不処置一覧表 

  に基づき油してください。 

（４）各部の油注油脂は十分か。 

   油脂が不しているは2-3 油箇所一覧表 

  の説明に基づき処置してください。 

（５）タイの空気圧は十分か。 

   空気圧が206kPa（2.1kg/㎠）になるように 

   してください。 

２  エンジン始動での点検 

 

 

 

をらないンンを始すると、急 
に作業機が駆され、周囲にいる人がケガをす 
る事があります。 
をてから始してください。 

 

 

１． トラクタ油圧系統の確認 

  トラクタ油圧を作し、ンクをし、作 

業機をちげ状態、下がなければ、は 

ありません。 

  トラクタ油圧系統なにがあるは、トラク 
タ販売店にご相談ください。 

 
２．油圧系統の点検 
 
 

 

油圧やに、ゆるみや損傷があると、 

飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 

、ケガをする事があります。 

 補修もしくは部品交換してください。 

やをすは、油圧回路の圧を 

無くしてから行てください。 

 

 

トラクタり替えを１に入れ 
ッケを回転させ、3-3-2 コントロルボック 
の作方法に基づき作してください。 
この油圧油圧モタ油圧シンから 
油漏れがないか確認してください。 
 
３．電気系統の点検 
  3-3-2 コントロルボックの作方法に基 
づき作し、表示りに作するか確認してく 
ださい。 

 
 

 

運転中は回転中、タンルなに接触 
すると、ケガをすることかあります。 
周囲に人を近づけないください。 

 

 

 不具がつかは6-1不具処置一覧表 
に基づき処置してください。 
 
 
 
 

  警 告 

 

 

  注 意 

  危 険 



 
- 17 - 

３  給油箇所一覧表 

 

○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 

○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 

○ 出荷時には、十分給油してありますが、使用前に確認してください。 

 

 

 

No. 

 

 油  所 

 

油箇所 

 

潤滑油の種類 

 

 油  間 

 

  考 

1 ギ（タンル） 1 塗布 使用30間ごと  

2 回ベンギ 1 塗布 〃  

3 回ベン 1  使 用 ご と  

4 左右フ支ン 2 〃 〃  

5 ンプシンン 2 〃 〃  

6 駆ン（タンル） 1 オ  イ  ル 〃  

7 駆ギ（トッ） 1  〃  

8 左右補助ロラ軸 2 〃 〃  

9 左右タンドャタ部 4 オ  イ  ル     

10 作用ン 1  使 用 ご と  

11 （ントッ接触部） 1 塗布 〃  

12 （ン支部） 1 オ  イ  ル 〃  

13 支 1 
〃 

〃  

14 支 1 
〃 

〃  

15 解支 1 〃 〃 

 

 

16 ラップル滑部 1 
 

〃  

17 ラップル支部 4 
オ  イ  ル 

〃  

18 ラップル支部 1 〃 〃  

19 フトシンン 2  〃  

20 フト支ン 1 〃 〃  

21 左右イド支 2 〃 〃  

22 ッケ油タンク 1 

ISOVG32～56 

（タビン油）相 

使用初期30間 

その60間ごと交換 

※1タンク 

性量 2.6 ℓ  

23 駆ン（ッケ） 1 オ  イ  ル     

24 イント －     〃 ※2 

25 その他軸受滑部 － はオイル 使 用 ご と  

 
※１．No.22 のタンク正量は、油圧タンクのみのオイル量、油圧シン油圧にオイルが入て

いない空のは、3.5～4.5 ℓ 必要となります。油が注油口から65mm下が位置が量す。油圧タ

ンクにオイルを入れすぎますと、戻り側オイルがタンクから溢れ注油プラ栓穴から吹き出します。オイ

ルは入れすぎないよう注意願います。 
※２．イントのクランクン摺部にはオイルを注入し、、軸、ＩＣ軸、イント

のプライン部にはを塗布してください。 
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１  本製品の使用目的 

 

１． 本製品は、家畜飼料用ベルイ作りの 
 め、円柱形ベルにフルを引きばし巻き付け 
 密封する機す。他の用途には使用しないくだ 
 さい。 
２．雨りや濃霧状態水分が多くなるや、ぬ 
かるみのあるほ、湿気のいほは、作業を行 
わないください。 

  ほがく乾き、正な水分、梱包早期にラ 
 ッン作業を行てください。 
 
 
１．原料水分は７０％前後に調整 
  刈り取りは、水分含量や栄養価等のから黄 
熟期がしているといわれています。 
ま、原料水分が７５％をえると廃汁が 

生します。 
これは作業機に影響を及ぼし、ま梱包、ラ 

ップしベルのラップにも溜まてしまい 
ます。 
廃汁は栄養のロにつながるめ摘期の 
収穫が要す。 
雨りや濃霧の、水分が多くなるの作 

業は行わないください。  
２．梱包後は早期密封 
  密封が遅れると、品質劣化を招く恐れがあり 
ます。 

  梱包出はやかにラップしてください。  
３．品質の安定したラップフィルムを使用 
  気温の化性質がきく化するようなフ 
ルは、密封精度が劣るがあります。 
フルは、保管中の質をけることから 
直射日光のらない涼しい所に保管し、長 
期保存はけてください。  

４．密封後のフィルムの損傷穴は必ず補修 
  誤てフルに傷をつけり、穴があい 
 は、必ず補修をしてください。 
  そのままにしておくと、ビの生や腐敗の 
原因となります。  

５．確実な保管 
  貯蔵所は水はけのい所を選び、鳥ネ 
 ズミ虫なの害から守るめ、ネット覆 
 り、薬剤を撒くなの工夫が必要す。 
  ま、ベルは必ず縦置きにしてください。 
  置きにすると、ベルがきく形し雨水 
や空気が入する原因となります。  

 
 

２  作業をするための調整 

 
１．ストレッチ高さの調整 

  ベル中心にフルの幅の中心が一致するよう 
にトッフを下させボルト固しま 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．フィルムの装着 

（１）トッロラ組立品をトッ計方 
に回し、フックロックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）フルル（シャフト）をトッフ 

部フック部よりし、前側に倒します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

 良質なラップサイレージ作りをするために 

 

 



 
- 20 - 

（）フルル（シャフト）より、ベタ 
ンロラを抜き取りフルを入します。 
フル入、ロラベタンを入し、 

方に押しげ、フルル（シャフト） 
部トッフ部のフックと固し 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）フルは、巻き方がからて反計方 

になるよう入し、フル１とフル２を 
ねトッロラにします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）トッロラ組立品を計方にまわしな 

がらフックを解します。 
フック解、反計方に回し、フル 
１にトッロラをてます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）フルを引き出し、ベル側ネットにび付 
けます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ フルをベル側ネットにび付ける工程は、 
フルを新規に組込み入しのみ行います。 

  ラッン作業は、フル巻き付けし 
に、フルットルド部自的にフル 
を保し、次のラッン作業が行えます。 

 
３．補助ロールの調整 

（１）フル巻付けのベルのずれ、落下防の 
め、ベル側と補助ロル間に50mmのマ 
になるようにしてください。 

（２）ラップル側の補助ロルは、タン 
ルが正位置に停している状態、フルと 
ラップルの中心がうよう補助ロルの位置 
をしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラップル側の補助ロルは、フルとラッ 
プルの中心がうようしてください。 
中心がていないと、ラップルが閉じと 
き挟み込み不なの原因となります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  取扱い上の注意 
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３  作業要領 

 
本作業機は、トラクタ直送はけん引 
がき、ほにおいても畜舎付近も作業が行えます。 
 
 
 
運転中は回転中、タンルなに接触 
すると、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないください。 

ベルをみ下ろしする、フトや 
イド、タンルに挟まれ、ケガを 
することがあります。 
周囲に人を近づけないください。 

 
 
 
 
作業機指の回転度をえて作業すると、機 
 の破損によりケガをする事があります。 
 指回転度を守てください。 
いびつなベルをラッンするとベルが振 

 り落とされ、ケガをする事があります。 

  標準回転度下の低運転してください。 

ろしをすると、ベルが転がり、 

  巻き込まれてケガをする事があります。 

 ろしは、平坦な所行てください。 
わき運転をすると、周囲の障害物の回や、 
周囲の人への危険回ながきず、思わぬ事 
故を起こすことがあります。前方や周囲へ、十 
分に注意を払いながら運転してください。 

 
 
 
 
運転中は回転中、を開けると回転物に 

 巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 を開けないください。 

フル巻き付け作業中、フルやトッ 
 ロラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
 事があります。作業中はさわらないください。 
タンルがすると、ラップルが 
閉じてケガをすることがあります。 
させるは、を入れないください。 

 
 
 
 
ベルを作業機に載しまま、トラクタ 
ンク作業機をちげ運搬しない 
ください。作業機の破損、は、トラクタ前 
がきがり不となり危険す。 

 
 
 
 

１．フィルムの巻数 

  フルの巻数は状況に応じて加減してください。 

    ベルイの長期保存や、より質なイ 
 を作るめには、４層巻きに巻き付けて 
 ください。 
 

ベル径８６０ｍｍ～９００ｍｍ 
２回巻（４層巻） ８～１０巻 
回巻（６層巻） １２～１５巻 

 
２．コントロールボックスの操作方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使用しないは必ず電源イッを“ＦＦ”にし 
てください。ッあがりの原因となります。 

コントロルボックの据え付けが不な、 
機の振なにより、落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

各イッを同に作しないください。 

コントロルボックは水れ厳す。 
 

 
 トラクタ座から、コントロルボックのイッ 
作、タンルの 正転逆転 、  
下 、フト、イドの 開閉  
が行えます。 
 
（１）希望の巻き数を、巻き数設イル①を回し 

てセットしてください。 
巻き数設は８～４４の範囲２巻きとび設 
きます。 

（２）電源イッ②を“”にしてください。 
（）タンルイッ③を 正転 側に倒 

すとタンルが右回転（フル巻き付け 
方に回転）し、 逆転 側に倒すとタン 
ルが左回転します。 

  危 険 

  警 告 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

②電源スイッチ 

①巻数設定ダイアル 
⑦ターンテーブル 

 起動スイッチ ランプ 

③ターンテーブル 

 「正転・逆転」 

⑤リフトア－ム「開・閉」

 
⑥ターンテーブルダンプ「上昇・下降」

④サイドアーム「開・閉」 
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タンルの逆転は                        マクせの微 

少な位置せのみとし、続逆回転は絶対に行わ 

ないください。 

 ナイフルが閉じている状態タンル 

を逆回転させると、やンクが破損します。 

タンルがに下していないと、ン 

プのセンが働き、タンルは回転しませ 

ん。 
 

 
（４）イドイッ④を開側に倒すと 
イドが開き、閉側に倒すとイド 
が閉じます。 

（５）フトイッ④を開側に倒すと 
フトが開き、閉側に倒すとフト 
が閉じます。 

（６）ンプイッ⑥を側に倒すと、タ 
ンルがし、下側に倒すとタン 
ルが下します。 

 
 
 
ンプイッ⑥は                    マクがている 
状態のみ作してください。 
                    マクがていないと、タン 

ルの廻り防のロックンが作せず、ベルの 

左右の量により、タンルが廻り込み、 

フルのット及びフルの保が出来なく 

なります。 

 、ナイフルの解ンクが破損します。 
 

 
（７）タンル自起イッ⑦を押すと、 

タンルが回転し、ラッンが始まりま 
す。 
設巻数になると、タンルが自停 

します。 
停、    マク位置がわないは、 

タンルイッ③を作し、一度 
ルを正転回転させてから逆転 
マク位置をわせて、ンプイッ⑥を作 
してください。（廻り防のロックンが作しま 
す。） 

 
 
 
タンル自起イッ⑦起させ 
は、設巻数ま停しません。 
途中停するは、電源イッ②を“ＦＦ” 
にしてください。 

 
 
 
 

３．作業回転速度 
タンルの回転度は２５ｒｐｍ下す。 
回転数を４８０～５２０ｒｐｍに設する 

とタンルがおおよそ２５ｒｐｍ回転します。 
使用状況にわせて、とトラクタン

ン回転数をし作業してください。 
 

 

 
いびつなベルをラッンするとベルが振 

 り落とされ、ケガをする事があります。 

  標準回転度下の低運転してください。 

 
 
 
４．作業方法 
（１）み込み 

① イド、フトを開き、タ 
ンルをさせ、機を退しな 
がらベルにタンルをせます。 
② フトを閉じ、イド 
閉じ、ベルを保し、タンルを 
下させ、ベルをみ込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ベルと作業機の距が近すぎると、ャタ 
のきによりわせにくい事があります。 
ベルと作業機の位置をわせるは、出来る 
だけ距を取て機を退させると位置わ 
せがしやすくなります。 

ベルをみ込むは、フト、イド 
を閉じてベルを保しますが、フト 
を閉じるンン回転数をげて作 
するとベルが保しやすくなります。 
ま、形状不なベルなは、機を退さ 
せながらみ込み作を行なてください。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  警 告 

 

 
 

  ベール積み込みについて 
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（２）ラッン 
  ① にタンルが下が、イド 

、フトを開きます。 

  ② フルを引き出し、ベル側ネットにび 
付けます。 

  ③ タンルの１回目回転が低回る 
ようにンン回転を下げ、タンル 
イッを正転側に作するか、タン 
ル自起イッを押し、２回目の回転が 
始まらンン回転を５０～４００ｒｐｍ 
にしてください。 

 

 
 
タンルを急激に回転始するとフル 
がラップルからはずれりれり 
することがあります。 

 ンン回転度をげすぎると、ベルが 
ルから落ちり、油圧部熱の原因となり 
ます。 

 
 
 ④ 設巻数になると、タンルが正に来 

位置停します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ タンルの    印マクをわせて 

ください。 

       印マクをわせる、広範囲な逆回転 
は絶対に行わないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ンン回転数や機の角度なの違いに 
より、タンルが    印マク位置 
停しないことがあります。 

 タンルをさせるは、    
印マクがていることを必ず確認してくだ 
さい。 

 
 
（）し 

 
 
 
ろしをすると、ベルが転がり、 
巻き込まれてケガをする事があります。 

 ろしは、平坦な所行てください。 

 
 
① イドを開いままフトを 
閉じ、ベルを保し、タンルを 
させます。 

 ② タンルが６０～７０゜位の位置ラッ 
プルが閉じ、フルを挟み、穴をあけて 
断しやすくします。 

 

 
 
フトベルを保しないベルを 
出し、ラップルフルを挟 
むことがきません。 
必ず、フトベルを保してください。 

 
 
③ タンルがにし、フ 
トを開き、ベルをし、機を前 
させてください。 
 この、フルは穴のあけられ部分からひ 
きちぎられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

 

 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  取扱い上の注意 
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（４）ベル運搬 

   コンイベルをんだままする 
はンクを少しげて（作業機のタイ接 
圧を減らして）してください。 
 コンイベルは牧草と比べ量があ 
るめタイがンクする恐れがあります。 

 

 

 
ンクをげすぎるとトラクタ前が 
くなり縦が不になり、トップン 
ク部の損傷につながります。 

 
 

４  運    搬 

 

 
回する、作業機が回方とは逆方に 
くれるめ、周囲の人に接触しケガをさせり、 
対物障害物に衝突しケガをすることがあり 
ます。 

 周囲の人や対物障害物との間に十分な間隔 
を保て行てください。 

側がしていり、側溝がある路路 
 を走行すると転落事故を起こす事があります。 
 路は走行しないください。 

低のきいをりえようとすると、 

  トラクタが転倒あるいは転し、ケガをする事 
 があります。 
 あゆみ板を使用してください｡ 

作業機のに人をせると、転落し、ケガをす 
 る事があります。 
 ま、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
 人へケガを負わせる事があります。 
 作業機のには、人や物なはのせないくだ 
 さい。 
 

 
 
 
作業機へのをらない走行すると、周囲 
 の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
 あります。走行するは、作業機への 
 をてください。 

 
 
１． タンルを下させ、イド、フ 
トを閉じます。 
２． コントロルボックの電源を“ＦＦ”にして 
ください。 
． トラクタのクラッをてください。 
 

４．本作業機は直、けん引きます。 
  ンク作業機をちげてトラクタ前 
がくなり、縦が不なは、けん引 
してください。 

 
 
 
トラックに載送のは、タンド車を 
格納し、メインフを台床に接し、機 
をさせるようにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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 長ちさせるめに、入れは必ずしましょう。 
 
 
 
をらずに、回転部可部の付着物の 
 作業なを行うと、機に巻き込まれてケガ 
 をする事があります。 
 をり、ンンをとめ、回転部や可 
 部がとまている事を確かめて行てください。 
作業のをると、機の不や破損 
 なが置され、次の作業にトラルを起こ 
 しり、ケガをする事があります。 

 作業が終わら、取扱説明書に基づきを 
 行てください。 
 

 
 

１ 作業後の手入れ 
 
 
１．作業機のに付着しコン等は、きれいに取り 
いてください。 

 

 
 
機にコンながていると、機が腐 
し破損や劣化を早める原因になります。 

 
 

２．ボルト、ナット、ン類の緩み、落がないか。 
 、破損部品がないか確認してください。 

  があれば、ボルトの増め、部品の交換をし 
 てください。 

．ッケのオイル量の確認、及び油圧モ 
タ、油圧シン、油圧からの油漏れの確 
認をしてください。 

  不具がつかは、オイルの補、 
接続部の増め、部品の交換をしてください。 

 

４．電品関係の部品破損コドの断線ながない 
 か確認してください。 

  不具がつかは、部品の交換をしてくだ 
さい。 

 

５．軸、ＩＣ軸、イントプライン部な 
塗されていない露出部は、錆を防ぐめ 
を塗布してください。 

 

 
 
 

２ トラクタからの切り離し 
 
 
１． コントロルボックのコドを取りしてくだ 
さい。  
２． タンドをろし、ン固してください。  
． トラクタの油圧を作しタンドがに 
接するまラッンマシンを下げてください。  
４． トラクタのンンをめ、駐車をかけ 
てください。  
５．軸からイントをしてください。 
  
６．トップンク、右ロンク、左ロンク 
の順トラクタからりしてください。 

 
 

３ 長期格納する時 
 
 
１．作業機各部の清掃をしてください。  
２．摩耗し部品、破損し部品は、交換してくださ 
 い。  
．箇所一覧表に基づき、油脂を補してください。 
 ま、回転、回転支及びイントのク 
ランプンを含む摺部には注油し、軸、 
ＩＣ軸、イントのプライン部には 
を塗布してください。  
４．塗損傷部は、補修塗まは油を塗布し、さび 
の生を防いください。  
５．格納は風しのよい屋に保管してください。 
  やむをえず屋に保管するは、シトをかけて 
ください。  
６．コントロルボックはに保管してください。 
 
 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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 子く作業するめに、期的に行いましょう。 
 機の不による事故なを未然に防ぐめに、

5-1 一覧表に基づき、各部の

を行い、機をの状態、心して作業が行える

ようにしてください。 
 
 
機にが生じ、そのまま置すると破 
 損やケガをする事があります。 
 取扱説明書に基づき行てください。 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
およびンンをとめずに作業すると、 
者の不注意により、不意に作業機が駆さ 
れ、思わぬ事故を起こす事があります。 

 をり、ンンをとめ、回転部や可 
部がとまている事を確かめて行てください。 

 

 
作業機をあげ状態のまま下にもぐり、 
 を入れりすると、不意に下し、ケガをする 
 事があります。 

  下に入るは、台な下防をして行て 
 ください。 
油圧のやに、ゆるみや損傷があると、 
 飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 
 、ケガをする事があります。 

  補修もしくは部品交換してください。 

  やをすは、油圧回路の圧を 
 無くしてから行てください。 

不処置のめにし 
 や類を取り付けずに作業すると、回転部 
 や可部に巻き込まれ、ケガをする事があります。 

 元りに取り付けてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 点検整備一覧表 

 
 

時    間 チェック項目 処       置 

新品使用前    2-3 箇所一覧表｣に基づき 

使  用  毎 

  

  

  

 ッ 

  

  

 チェ 

  

  コ付着 

 チェ 

 

・6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

 ｋＰａ．１ｋｇｆ／㎝

２

 

・しめ部品補 

・6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

・2-3 油箇所一覧表｣に基づき油 

・ 

・付着したコーンの除去 

・6-1 不調処置一覧表｣に基づき処置 

・調整 

シズ終了後 

  

  

  

  

  

 

  

 品 

 
 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  
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２ 各部の調整 

 
１．フィルムカット・ホールド関係の調整 
  出はの状態にしてありますが、使用 
において再度の必要が生じ、次の要領行 
てください。 

 
（１）ラップホルダ関係の調整 
① タンルを計方に廻し、 
を作させ、ラッルがのみぞ部１ 
目２目に容易に入るようラッル先端 
のボルト②します。 

    ナット①はにめ込み固してく 
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ② 各ロッドの長さを、それぞれに接 

続、プンの張りをします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
プンは、張りすぎないように注意してく 
ださい。張りすぎるとの作部の磨耗が著 
しくんだり、ラップル関係の部品破損の 
原因ともなります。 

 
 

  ③ ラッル先端がのみぞ部１目に入 
状態、ロッド先端のフォクンドン 
が長穴（長穴前）部に入きるよう 
フォクンド位置をし、ンを固しま 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④ 前述①～③の、再度タンルを 

回転させ、のみぞ１目２目にラ 
ッルが入り、、タンル２回転 
目にラップルが開くことを確認してくださ 
い｡ 

 
 
 
タンルがするとラップルが閉 
じて、ケガをすることがあります。 
させるはを入れないください。 

不意にラップルが閉じてケガをする 
ことがあります。 
するはを入れないください。 

 
 
 
 
ラッンマシンを保管するは、ラップル 
を閉じ状態にしておいてください。 

 
 

 

（２）ラップル解置の 
  ① フと先端部とのマを3 

 2～35mmの範囲ロッド長さのを行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 実にタンルを回転させ、ラップル 
を開きンプをさせ、ラップルの 
閉じる位置を確認してください。 
 ラップルの閉じる位置はタンル 
角度約60～70度近くがす。 

 

 

  取扱い上の注意 

 

  注 意  

  取扱い上の注意 
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ラップルが早く閉じるは、ロッドをばし、 
セットボルトをゆるめ、ラッルとプトの 
間に遊びをつけます。 

ラップルが遅く閉じるは、ラッルと 
プトの遊びを1mm位とし、フと 
先端部のマします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．ラップホルダのナイフ位置の調整 

（１）ナイフの位置は図示の位置にしてあります。 
  実にフルを挟んれ具、ならびに保 
具を確認し、してください。 

（２）ナイフ及びナイフプトプトの出し入 
れにより、フルの断保具をして 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベルをろしナイフによてフルに穴が 
空けられていないは、ナイフを側（ラップ 
ル側）にしてください。 

同じようにろし、ナイフによてフルが 
断され、ラップルに挟み込まないは、ナ 
イフを側にしてください。 

 
３．フィルタの清掃 
  ッケ油圧を取りし、フル 
タ部を分解し清掃してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．テーブルロック関係の調整 

  ルロック部の取付長さは図示の寸法 
して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 パワーパッケージ 

フィルタ 
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４ 結 線 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 配 管 図 
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５ 配 管 図 
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 万一機の子がいは、不処置一覧表によ

り処置をしてください。 
 
 
機にが生じ、そのまま置すると破 
 損やケガをする事があります。 
 取扱説明書に基づき行てください。 
やまは軟弱な行うと、ト 
 ラクタや作業機が不意にき出して、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 平坦盤のかい所行てください。 
ンンをとめずに作業すると、者の不注 
 意により、不意に作業機が駆され、思わぬ事 
 故を起こす事があります。 
 ンンをとめ、回転部や可部がとまてい 
 る事を確かめて行てください。 

 
 

  
タンルをあげ状態のまま下にもぐ 
り、を入れりすると、不意に下し、ケ 
ガをすることがあります。 
下に入るは、台な下防をして行て 
ください。 

油圧のやに、ゆるみや損傷があると、 
 飛び出る圧オイルあるいは作業機の急な下 
 、ケガをする事があります。 

  補修もしくは部品交換してください。 

  やをすは、油圧回路の圧を 
 無くしてから行てください。 

不処置のめにし 
 や類を取り付けずに作業すると、回転部 
 や可部に巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元りに取り付けてください 

 
 
 

 
 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 

 
 

 症   状 原    因 対 処 方 法 

傾斜地で機体が傾いている 

 でる 

 る 

 る 

ベール形状が悪く機体がゆれる 

 い形状いベールる 

 る 

チェーンがゆるみスプロケットがとぶ  チェーン 

異常音異常振 

ベール形状が悪くベールがせず

スプロケットがとぶ 

 い形状いベールる 

ベールがい 

ベール形状が悪いかが低く  

ロール間ベールが入込む 

 い形状いベールる 

ベールが落る ベール形状が悪いかが低い 

 い形状いベールる 

 る 

ベール形状が悪いか梱包が低い  い形状いベールる 

回
 
 
 
 
 
転
 
 
 
 
 
部
 

ネットが巻きく 

ベール巻きたネットがどる 

 ネットがどいる 

 ネットがどいベールがる 

積み込み変る 

 
 
 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意  
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 症   状 原    因 対 処 方 法 
パワーパッケージオイル不足  「2-3 給油箇一覧表」基づき給油  

油圧コントロールバルブゴミつ 

 油圧コントロールバルブゴミ 

除去る 

 油圧オイル 

い 

油温上昇 

 る 

 一油温る 

油圧ホース金具ゆるみ   

油圧コントロールバルブシール部 

摩耗 

 部 

油圧シリンダシール部摩耗  部 

油圧シリンダシール部ゴミ又は 

異物が進入 

 部 

パワーパッケージオイル注油栓から 

オイルが吹き出る（オイル入れぎ） 

 「2-3 給油箇一覧表」基づき 

油
 
 
 
 
圧
 
 
 
 
部
 

油漏れ 

油圧ホース破損  油圧ホース 

電源取出コード ㊉  ㊀ 接続 

間違い 

 「1-4-3-1 電源取出コード配線接

続」基づき正く配線 

他社製取出コード接続 

㊉  ㊀ が逆であった 

 社正コード接続 

コード接続不又は線  又は部 

センサー又はスイッチ不  又は部 

 
電
 
 
 
装
 
 
 
部
 

コントロールボックス

不 

コントロールボックス故障  部又は 

ス
ト
レ
ッ
チ
 

ロ
ー
ラ
部

 

フィルム不足 フィルムが延伸されい  「3-2-2 フィルム装着」基づき 

フィルム穴開き具合が大きく切れ 

ていラップホルダが閉じた 

フィルム挟い 

 「5-2-2 ラップホルダナイフ位」 

基づき 

フィルム保持い 

ラップホルダが閉じたはフィルム 

挟んでいるがひきちぎったと同 

抜る 

 「5-2-2 ラップホルダナイフ位」 

基づき 

ラップホルダが閉じたフィルムが切 

れていい 

 機はベールベールから

機体が離れるフィルムひきちぎ 

  

フ
ィ
ル
ム
カ
ッ
ト
・
ホ
ー
ル
ド
部
 

フィルムが切れい 

フィルム穴開き具合が小さく 

伸びて細くきれい 

 「5-2-2 ラップホルダナイフ位」 

基づき 

 
 
 
 
 
 
原因や処置の仕方がわからないは下記事項とともに購入先にご相談ください。 
 
１． 製  品  名 
２． 部品供型式（型式） 
． 製  番 号 
４． 故 障  容      （きるだけ詳しく） 
 

 
 
 
 
 



 



 




